い 一 部の 人々 は、 文学の 大衆化 は 大衆の 文化 水準の 最 

低のと ころまで 作家が さが つ て ゆく ことで あると する _ 

文学 そのものが 本来の 性質と して もっている 芸術の 力 

によって 読者の 生活の 感情 を 高める 役割 さえ、 ここで 

は 抹殺され ている ので ある。 

プロレタリア 文学が、 運動と しての 形 を もっていた 

時分 は、 当時の 一般的な 事情からの 関係 もあって 大衆 

という ものの 内容 を 労働者 農民 中心に 規定して いた。 

後、 社会の 事情の 変遷に つれ、 中間層、 下級 サラ リ— 

マン、 インテリ ゲン ツイ ァの 生活 条件の 変化に よって 

大衆と いう 内容 は ひろくな つた。 自身の 日常の 生活 を 



人間ら しい 生活に 対する 翹望 という もの は 職場、 職 

分の 相違、 したがって 細かい 気持の 部分 部分で は 全く 

同一 でない にしろ、 働いて、 税を 出して、 あてがいぶ 

ちの 賃銀 を 払われて 暮 している 者す ベ ての 人々 を 貫い 

て 流れる 一線で ある。 この 共感 は、 社会 事情の 一方 か 

らの 圧力に よって 益々 高められて 来つつ ある。 謂わば 

人生の 歴史の 或る 四 辻の ように さえ 見える。 こっち か 

ら ィ ン テリ ゲ ン ツイ ァ として 真面目に y J の 毎日 の 生活 

人間と しての 生活の 問題と 一 歩 一 歩 闘って 行って 出た 

広場に は、 あちらの 小路から 工場の 方から 次第 次第に 

欲求 を 追って 進んで 来た 人々、 更に そっちの 耕地から 
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